
技術・家庭科（技術分野）学習指導案 
 

指導者 呉市立横路中学校 教諭 木下 博之 
 
１ 日 時 平成２４年１１月２２日（木）第３校時（１０：４５～１１：３５） 
２ 場 所 呉市立横路中学校 木工室 
３ 学 年 呉市立横路中学校 第１学年（男子２３名，女子１７名 計４０名） 
４ 内 容 材料と加工に関する技術 
５ 題 材 材料と加工に関する技術を利用した「自由設計による製作品の設計・製作」 
６ 題材設定の理由 

（１） 題材観 
 本題材は，学習指導要領【Ａ（１），（２），（３）】に示されている材料と加工法及び材料と加工に関す

る技術を利用した製作品の設計・製作について指導するものである。前途した指導事項を通して，基礎的・

基本的な知識及び技能を習得するとともに，ものづくりの大切さを理解させ，技術が果たす役割を社会

的・経済的・環境的側面から考えられる能力と活用できる態度の育成をねらいとしている。 
 また，実践的・体験的な学習活動を通して，生徒自らが構想し実践できる，「自由設計による製作品の

設計と製作」を題材とし，工夫し創造する能力と態度を育成することをねらいとした。 
（２） 生徒観 

 生徒が本題材に入る前に，事前アンケートを行った。その内容と結果は次のとおりである。 
 

事前アンケート項目① ①大切だ ②どちらかといえば大切だ。 ③どちらかといえば大切でない。 ④大切でない。 

技術分野の学習は大切だと思いますか。 32％ 60％ 6％ 2％ 

事前アンケート項目② ①「設計図」をかくこと ② 「けがき」をすること ③ 「さしがね」を使うこと ④ 「きり」を使うこと 

次の作業工程や工具などについて、これまで「お

こなった」こと，あるいは「使った」ことがあり

ますか。 

48％ 42％ 34％ 23％ 

①「かんな」を使うこと ②「のこぎり」を使うこと  ③「かなづち」を使うこと ④「塗装」をすること 

16％ 74％ 29％ 16％ 

 

「技術分野の学習が大切だと思いますか」の項目に対して肯定的な評価は92％，否定的な評価は８％であ

った。このことから，生徒は技術分野で学習する内容が何らかの形で社会的に役立つであろうと考えている

ことがわかった。 

 そこで，生徒が中学校就学までにどの程度作業工程や道具について実践したかをアンケートにより調査を

行った。その結果「『のこぎり』を使うこと」の項目で使用したことのある生徒は74％であり，それ以外の

生徒は，実際に使用した経験がないことがわかった。また，材料（木材）の切断と加工の授業前に生徒へ「の

こぎりの刃による切断の仕組み」や「あさり（目振）の働きを知っていますか」と質問をしたところ，ほと

んどの生徒が「知らない」「使ったことはあるけどわからない」と回答した。 

これらのことから，のこぎりを使用したことはあるが，のこぎりの使用方法や特徴については知らない生

徒が多いという実態が明らかになった。 

 アンケート結果を踏まえ，工具の特徴について知らせることや工具の使用方法について重点的に指導する

ことにした。 

（３） 指導観 

 指導にあたって，（２）イ「材料に適した加工法を知り，工具や機器を安全に使用できること」につい

て，作業工程に応じて，工具の基礎的・基本的な知識と技能の習得をさせ，使用目的や使用条件によって

材料を選択し，材料が違う場合には別の加工方法があることを考えさせ，他の工具や機器を活用できる能

力の育成を図る。 
 また，学習過程において言語活動を取り入れた学習活動を計画・実施することを通して，思考力・判断

力・表現力等の育成も図る。 
７ 題材の目標 

（１） 技術が生活の向上や産業の継承と発展に果たしている役割や技術の進展と環境との関係について考え

ることを通して，現代社会で利用されている技術について関心をもたせる。 
（２） 材料と加工に関する基礎的・基本的な知識及び技術を習得させる。 



（３） 材料と加工に関する技術が社会や環境に果たす役割と影響について理解を深め，それらを適切に評価し

活用する能力と態度を育成する。 
 
 
８ 指導計画（３０時間） 

【関】関心・意欲・態度 【工】工夫し創造する能力 【技】技能 【知】知識・理解 
学習指導課程 

課題づくり 計画の立案 実 践 評 価 
指導内容 時間 

生活や産業の中

で利用されてい

る技術 

３ ・技術が生活や産

業に果たしている

役割について考え

る。 
 
・技術の進展と環

境との関係につい

て考える。 

・生活の中で果た

している技術につ

いて調べた内容を

発表する。 
 
・技術の進展と環

境の変化について

考えをまとめ発表

する。 

・新聞等の情報を

参考に技術の発

展について調べ

させ関心をもた

せる。 
・技術の進展で環

境が変化するこ

とを調べさせ技

術をよりよく活

用することの大

切さに気付かせ

る。 

・生活の中で果た

している技術の役

割について関心を

示す。（ワークシー

ト・行動観察）【関】

・技術の進展が環

境と密接に関係し

ていることに関心

を示す。（ワークシ

ート・行動観察）

【関】 

材料と加工法 
 

３ ・木材や金属，プ

ラスチックの材料

の特徴をまとめ

る。 
 
・材料に適した加

工方法についてま

とめる。 

・各材料を比較し，

それぞれの材料の

特徴を知り，材料

の利点をまとめ

る。 
・材料に応じた加

工方法があること

を調べて発表す

る。 

・観察や実験など

から，それぞれの

材料の特徴と利

用方法をまとめ

る。 
・材料によって違

う工具を使用す

ることを調べて

まとめる。 

・材料の特徴と利

用方法を身に付け

ている。（ワークシ

ート）【知】 
 
・工具の使用法と

特徴を知る。 
（ワークシート）

【知】 
製作品の設計    
・製品の機能と構

造 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・構想図の作成 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 

・使用目的や使用

条件に応じた機能

と構造を考え，ス

ケッチをかく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・構想の表示方法

を知り，構想図を

かくことができ

る。 

・使用目的や使用

条件に応じた機能

と構造を考え目的

を明確にし，スケ

ッチにまとめる。

 
 
 
 
 
 
 
・自分が製作した

い作品について，

機能と構造を構想

図で表す。 

・先輩の作品や，

カタログを参考

にしながら工夫

点を見つけ，自分

の作品で工夫す

る点を考える。 
 
 
 
 
 
 
・スケッチを基

に，構想図をまと

める。 

・条件や目的に応

じて製作品の機能

と構造を工夫して

いる。（設計図）

【工】 
・社会的・環境的・

経済的側面を考え

た使用方法を考え

ようとしている。

（ワークシート）

【関】 
・キャビネット図

や等角図，第三角

法を知り，この３

つの方法のどれか

を使い構想図をか

くことができる。

（ワークシート・

構想図）【知】【技】

・構想の表示方法

について知識を身

に付けている。（構

想図）【知】 
 



・工程表，部品表，

材料取り図の作

成 

２ ・製品の工程表を

考え部品表を作成

する。部品表と構

想図を基に材料取

り図を作成する。

・作業工程を考え，

使用工具をまとめ

る。必要な部品点

数と大きさをまと

め部品表を作成

し，構想図と部品

表を基に材料取り

図を考える。 

・作業の見通しを

考えさせる。 
・部品表を的確に

記入できる。 

・作業工程表に基

づいた工具を考え

能率よく工程を考

えている。（工程

表）【技】 
・部品点数と大き

さなどを的確に記

入できている。（部

品表）【技】 
・けがき ２ ・材料にけがきを

行う。 
・材料取り図を参

考にして，材料へ

けがきを行う。 

・材料の特徴に応

じた加工法があ

ることを思い出

し，けがく。 

・材料取り図を基

に適切にけがいて

いる。（行動観察・

製作品）【技】 
製作品の製作 １３   
・材料取り 
 本時２／１３ 

 ・けがきを基に材

料取りを行う。 
・材料に適した工

具を用いて材料取

りをする。 

・工具の特徴を考

え正確に材料取

りをする。 

・工具の特徴を理

解している。（ワー

クシート）【知】 
・適切に材料取り

ができる。（行動観

察・製作品）【技】

・部品加工  ・けがきに基づい

た部品加工を行

う。 

・工程表に従い安

全で効率よく部品

加工を行う。 

・工具や機器の取

り扱いを的確に

行い安全に配慮

して作業し正確

に部品加工をする。

・適切に工具や機

器を取り扱うこと

ができる。（行動観

察・製作品）【技】

・組み立て，接合，

検査 
 ・仮組立て後，組

立てを行う。 
・組立て手順を考

え，それに適した

接合を行う。 

・適切な接合方法

を考え正確な組

立てをする。 

・適切な接合方法

を考え，工具や部

品を適切に用いて

組立てができる。

（行動観察・製作

品）【技】 
  ・組立て後の検査

と修正を行う。 
・製品を点検し，

工具を適切に使い

検査をし，必要に

応じて修正する。

・検査と修正を行

う。 
・工具を用いて検

査ができる（行動

観察・製作品）【技】

・仕上げ  ・使用目的や使用

条件に応じた表面

処理ができる。 

・製品の目的や条

件に応じた仕上げ

の方法を選択し表

面処理を行う。 

・下地づくりと塗

装によって仕上

げに違いが出る

ことを理解し適

切に仕上げを行

う。 

・使用目的や使用

条件に応じた仕上

げができる。（製作

品・行動観察）【技】

材料と加工に関

す る 技 術 の 評

価・活用 

４   

・社会で果たして

いる技術の評価

と活用 

 ・製作品を基に材

料と加工に関する

技術の評価をす

る。 

・一連の工程を通

して技術の評価を

行う。 

実際の生活に活

用する観点から

技術の評価を行

う。 

・技術を適切に評

価し課題を見付け

ようとしている。

（ワークシート）

【関】 
・社会・環境との

関わり 
・材料と加工に関

する技術と私た

ちの未来 

 ・製作品を基に環

境について話し合

う。 

・製作品がいずれ

不要になった場合

を考え，環境に配

慮した方法を考え

る。 

・リサイクル，リ

ユース，リデュー

スの観点から考

える。 

・社会や環境に配

慮した考えをもつ

ことができ，影響

を理解している。

（ワークシート）

【知】 



９ 本時の学習 

（１） 学習課題 
 材料取りで使用する工具の特徴を理解し，それぞれの工具の特徴を生かして活用することによって，効

率のよい作業ができることを理解し実践できる。 
（２） 目  標 

 材料に適した加工をするための基本的な工具又は機器を用いて，それぞれの特徴を生かした活用をさせ

ながら加工を行わせる。 
（３） 学習指導における仮説 

実践的・体験的な活動を行うことを通して，工具又は機器の特徴が重要になっていることを理解させた

り，それをまとめる活動を充実させたりすれば，より効率よく作業するための基礎的・基本的な知識と技

能が習得できるであろう。 
（４） 本時の評価基準 

・生活や技術についての知識・理解【知】 
・材料に適した切断方法についての知識を身に付ける。【知】    

１０ 展 開 

過程 学習活動 学習の支援・説明・評価 教材・教具 

課
題
づ
く
り 

○前時の学習を確認する。 
○学習課題を確認する。 
 
 

○両刃のこぎりの刃の形状で切断方向が異なること

を確認する。（縦引き・横引きの違い） 
○本時の学習内容を明確にする。 

・ワークシート

計
画
の
立
案 

○２種類の「のこぎり」で２

☓４建材の切断線を切断す

る。 
 
 

【活動指示】 
「２種類の『のこぎり』を使って，２☓４建材を切断

してみよう。」「切断して気づいたことをワークシー

トに記入し考えてみよう。」 
【留意事項】 
・それぞれの「のこぎり」の柄に「青テープ」「赤テ

ープ」を巻いておく。 
・前時で学習した横引き用の刃で切断することを伝え

る。最後まで切断できない場合はそこで止める。 
 
 

・各机に 
長さ 300 ㎜の

２☓４建材 
・各机に 
のこぎり２本

 

実 
 

践 
○のこぎりの構造の違いを見

つける。 
 
 
 
 
 
 
○あさりについて知る。 

【活動指示】 
「２種類の『のこぎり』の刃わたりを観察して違いを

見つけよう。」 
・台にのこぎりをセットし上から観察し違いをみつけ

る。 
・ワークシートに図と言葉で違いを記入する。 
【留意事項】 
・どちらののこぎりがよく切れるか気づかせる。 
【説明】 
・「あさり」の説明をする。 
※刃先が交互に振り分けられていること。 
【活動指示】 
「なぜ，このようにのこぎりには『あさり』がつけら 
れているのか考えてみよう。」 

・２×４建材を切断した時に気づいたことを基に，そ

れぞれグループで考えさせ，発表させる。 
 
 

・ワークシート

・のこぎり２本

・台２セット 

「のこぎり」の特徴を理解し，材料を切断する仕組みを知ろう。 
（材料の種類によって色々な「のこぎり」があることを知ろう。） 



 

  

 
 

 

○教師師範のビデオで見せ

る。 
【説明】 
・ビデオを見せ，あさりがある「のこぎり」とあさり

がない「のこぎり」の違いを明らかにし「あさり」

の必要性を理解させる。 
【留意事項】 
・あさりがある「のこぎり」は切断した幅が大きいこ

とを知らせる。 
・金属を切断する「弓のこ」にも同様にあさりがある

ことを生徒に提示して発見させる。 

 
・ＶＴＲ 
 
 
 
 
 
・弓のこ 

評
価

○振り返りを記入する。 ・本時の学習を振り返り，何を学習したか記述させる。 
・次時の予告をする。 

・ワークシート

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価】（ワークシート） 
材料に適した切断方法についての知識を身に付

ける。 
Ｂ：作業内容を振り返り，あさりのもつ働きを理

解している。 
Ａ：あさりのもつ働きを理解し，材料のより切削

の仕組みが違うことに気づく。 
【支援】 
Ｃ：あさりの特徴を理解させるために，個別指導

を行う。 



技術分野ワークシート 

１年  組  番 名前 （                ） 

 

 

「２種類の『のこぎり』を使って，２☓４建材を切断してみよう。」 

青いテープの『のこぎり』 赤いテープの『のこぎり』 

気づき 気づき 

「２種類の『のこぎり』の刃わたりを観察して違いを見つけよう。」 

青いテープの『のこぎり』 赤いテープの『のこぎり』 

図 観察しての違い 図 観察しての違い 

 

今日の授業を振り返って，学習したことを自分なりにまとめてみよう。 

  

（       ） 

グループの考え 

 

 

先生からの助言 

本時の目標 


